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編 集後記 にかえ て

 本文 の考察で も述べたことであ

るが，調査を施行する前に，一般

的に考えたこととくらべて，いざ

実際にやってみると，いろいろ問

題がでてきた。それ らについ て

は，既に，考察で述べたのでくり

かえさない。ここではSCTの 調

査について感想を述べてみたい。

 SCTと い うのは，投影法の中

では比較的，便利で，手軽な道具

である。そ して，我々は，既に，

モラール ・サーベイ，態度調査，

消費者行動などの調査にも使用し

た経験があ り，これを質問紙に加

えることによって，より深く，突

込んだ調査が可能であろうと考え

た。そして，面接 も加x3本 立の

質量二面作戦を考 えたわ けで あ

る。その結果は，まあ期待通 りの

成果を得ることができた。

 併 し，“予想外”とい うより，

著者の観測が甘かった とい うべき

で あろ うが，(も っとも，予測が

正 しかったら，SCTを 施 行する

勇気は持てなかったかもしれない

が)SCT調 査 の整理 ・評価に厖大

な時間とエネルギーをとられてし

まった。10数 人の専門家が従事

したわけであるが，それで，殆ん

ど1年 半かかってしまった。その

ために，本報告書 も1年 お くれて

しまった次第である。何が，そん

なに大変だったのか。その点を少

し説明させて欲 しいとい うことで

ある。

 SCTは 目的に応 じて，い ろい

ろな使い方ができるので，整理 ・

評1而にも，別に画一・的な方法があ

るわけではない。

 ここでは本調査でやった二つの

評価方法について述べる。

 一つはタテの評価である。これ

はSCT 60文 全部に眼を通して ト

ータル ・パーソナ リテ ィをスケッ

チするや り方である。これが通常

の評価方法であ るが，SCT評 価

に習熟した人でないと，一・寸，困

難である。併 し，我々のグループ

にはSCT評 価が可能なメソバー

が10数 名参加 していた。従って，

簡単 とい うわけではないが，可能

であった。

 も う一一つは， ヨコの評価であ

る。これは，例えば 「私の父」と

い う刺激語に対する反応から，父

に対する態度を見ようというもの

である。そして，それが，性，年

令，学歴，地域などによって，ど

のようになっているかをみようと

いうものである。そ うすれば，一

応，質問紙 とも対応 がつけ られ

る。 併 し，そのためには， 「私の

父」という刺激語にどんな反応が

現われるかを書き抜いて評価のた

めの基準書をつ くる必要がある。

そして，そのためには，厖大な反

応を整理 して，内容分析(い わゆ

るKJ法)を する必要がある。こ

れは反応を公共的，帰納的に整理

するためには必要なステップであ

るが，時間 とエネルギーを要する

甚だ疲れる作業である。この作業

を30刺 激について行い，基準書

をつ くり，それに則って評価をす

るのに1年 半かかってしまったと

いうことである。

 但 し，この基準書は，基本的に

は今後ずっと使用できるものであ

るから(そ うでなければ，比較 も

できない)， この調査を行 う上で

は貴重な財産である。

 この他に も，今回の調査から学

んだことは多い。これらの経験を

生かせば，今後は，もっとスマー

トにやれると期待している。

 この調査に皆で悪戦苦闘したグ

ループのメンバーに本当に御苦労

様でした と御礼を述べて筆を擱 く

次第である。

          (槇 田)
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